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経済論叢(京 都大学)第148巻 第4・5・6号,1991年10-11・12J: (185)1

G・ マ リー ン ズの外 国為 替 論(1)

本 山 美 彦

は じ め に

16世 紀,17世 紀 前半 にお け るイ ングラン ドの外 国為・替 手形 は,送 金手形 の形

式 を取 っていて も,融 通手形 の側面 の方 が強 か った。 こ:1れは、 徴利 禁止 の法 の

目をかい潜 るた めで あ った ことは,歴 史学 では常識 に::なってい る。 しか し,基

本的 な ことはな に.も分 か っていないの ではないだろ うか、,イングラン ドか らの

絶 えざ る正貨流 出 を,イ ング ラン ド側の為替の不 当な低 さに求 め る初期 の イギ

7ス 重 商主義者 たちの主張 が,現 実 を正 しく反 映 して1いた もの とすれ ば,利 子

を隠す ための外 国為 替手形 の引 き受 け業務において,イ ノグラ ン ド側 の為替 レ

ー トが大陸 側のそれ に比 して,つ ねに高 く設定 され て.1、・なければ な らない,と

い う理屈 との問に大 きな格差 が生 じて しま うか らであ る。 少 な くと も,イ ギ リ

スの初期重 商主義者 た ちは,融 通手形 と送金手形 とのズ レが もた らす深刻 な問

題 に気づ いていた。 融通手形 とい う側面 か ら見れ ば,イ ンイラン ドの為替 は不

当に高 く,送 金手形 とい う側面か ら見れ ば不当 に低 い。 この相反 す る局面 の同

時存在 の謎 こそが,彼 らが こだわ った もので あ り,こ うした不可解 な局面 を操

るところに,外 国銀行 の為替操 作性 を嗅 ぎとっていた のである。一 見,混 乱 に

混乱 を重 ね る初期 重商主義者 たちの理論 は,不 可解 な局 面 を解消す るた めに,

自国金融市場 の整 備,自 国貿易商人 と銀行家 の育成,さ らに,ス ター リングの

国際通貨化,通 貨 当局 による内外為替市場へ の介入,と い う点 に集約 され る も

のであ る。本稿 は.こ の局面 に接 近 しよ うとす る ものであ る。

マ リー ンズを初 め と して,エ7世 紀の イギ リス初 期重商主義 者 たちが,金 融基

盤 の整 備 に大 きな関心 を寄 せたのは,こ の時代の商業部 門におけ る貨幣需 要の.
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増 大 を反 映 した もの で あ った。 に もか か わ らず,当 時 の イ ン グ ラ ン ドは,激 し

い 正 貨流 出 に見 舞 わ れ て い た。17世 紀 初 期 の …:≡エー ロ ッパ にお い て,外 国通 貨 の

使 用 と受 け取 り とを制 限 す る唯 一 の 国 が イ:/グ ラ ン ドで あ っ た とい う事 情 が,

正 金 流 出 を引 き起 こ した理 由 で あ る。 た と えば,オ ラ ン ダ で は,ヨ ー ロ ッパ で

馴 染 み の あ るほ とん どの通 貨 の 国 内使 用 が1忌 め られ て い た。 ドイ ツの グル デ ン

(gulden),ス ペ イ ンの デ ュ カ ッ ト(ducat),イ ン グ ラン ドの ソ ブ リン(sover-

ein),フ ラ ンス の ク ラ ウ ン(crown),等 消:.,1,000種 もの鋳 貨 が流 通 して い た

とい う(Shaw,TheHistor:ソofCurrency、:1252,to1894,1896,p.78)。
ノ

イ ン グ ラ ソ ドが この よ うな措 置 を取 った の は,外 国 の貨 幣 混 乱 か ら 自国 貨 幣

市 場 を隔 離 す る こ と にあ った 。 しか し,こ れ は,商 業 取 り引 き に重 大 な 障 害 を

もた らす もの で あ った 。 外 国 で は,貿 易 の 決 済 に イ ン グ ラ ン ドの鋳 貨 を利 用 で

き るの に,イ ン グラ ン ド側 にお い ては,外 国通 貨 を貿 易 決 済 に使 用 で きな い こ

と は,外 国人 が イ ン グ ラン ドとの貿 易 に対.し て,消 極 的 に な る こ とを意 味 す る。

つ ま り,フ ラン ス人 が 自国 通 貨 の エ キ ュG}CU)を ロ ン ドン に送 る に は,ロ ン

ドン で イ ン グラ ン ドの貨 幣 に鋳 造 し直 さ な け れ ば な らな くな り,そ れ だ け,コ

ス トが 高 くな って しま う。 い きお い,イ ン グラ ン ドの鋳 貨 は,ロ ソ.ドンへ の送

金 用 に,内 在 価 値 よ り も高 い価 格 で求 め ら:・h.るこ とに な る(Muchmore,1969,

P.350)。

こ、う して,イ ン グ ラ ン ドか らの 正貨 流 出 が促進 され るが、 外 国の 正 貨 流 入 に

つ い て は,イ ン グ ラ ン ド側 で 余 計 な鋳 造 費 用 が か か るた め に阻 止 され る。 この

メ カ ニズ ムが存 在 す るか ぎ り,イ ン グ ラ ン ドρ)貿易 が大 き くなれ ば な るほ ど,

イ ン グ ラ ン ドの 正貨 は ます ま す 大 量 に流 出 す る よ うに な る。 この流 出圧 力 が ど

の 程 度 の もの か を計 量 す る尺 度 は ない が,.イ ン グ ラ ン ドの正 貨 が,貿 易 決 済 に

使 用 され る度合 い に応 じて 流 出 した こ とは 確 か で あ った 。 重 商 主義 の論 者 た ち

は.こ の事 実 の 解 明 に腐 心 して い た の で あ る、1

貨 幣 現 象 に敏 感 に反 応 して い た イ ギ リス 初期 重 商 主 義 者 た ち に と って,貨 幣

の対 外価 値 が,な ぜ 地 金価 値 か ら外 れ て通 用 して しま うの か とい った こ とが,
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基 本 的 な謎 であ った。 後 の古 典学 派 に比 べれ ば,は るか に精 緻 な貨 幣論 を彼 ら

が もち えた の も,.こ の疑 問 に こだ わ っ て いたか らで あ った。 そ こで,本 稿 で は,

イ ギ リス初 期 重 商主 義 者 の1人,G・ マ リー ソズ の外 国為 替 論 を検討 す る こ と

にす るD。 マ リー ン ズの経 歴 と著 作 につ い て は,L・"7ッ.チ モ.アの研 究@泓)

に全面 的 に依 拠 して い る。

1マ リーンズの勢 力説的傾向

マ リーン ズの 思想 は,こ れ まで それ ほ ど注 目され て きたわ け では なか った。

思 想 自体 が 一貫 した もので は なか った 上 に,貿 易 差 額.論 と して見 よ うとす れ ば,

トー マ ス ・マ ンに較 べ て,あ ま りに も見 劣 りして い た.か らで あ る。 しか し.商

業取 り引 きの根 幹 には バ ー ゲ イニ ソグ.・パ ワーが あ る とい う こ とを,マ リー ソ

ズは 当 時 の論 者 と して,も っ と も強 く意 識 して お り,こ の側 面 か ら彼 の為 替 レ

ー ト論 を見 直 せ ば ,為 替市 場 論 に新 た な光 が 与 え られ る,と 思 われ る。

マ リー ンズ は,初 期 の思 想 家 の 中 で も際 だ って 多作な 人 で あ った2)。 しか も,

そ こ には17世 紀 初 期 の 経済 に関 す る正 確 な認 識 が あ った1:,彼 は 国王 の経 済 顧 問

で あ った し,1600年 か ら1620年 の 間 に,他 の どの商 人 た ち よ り も多 くの請 願 を

枢密 院 に提 出 してい た 。 この請願 の 多 くは,BritishMuseumのAdditional

Manuscriptsに 集 積 され て い るtheCaesarpapers:こ 見 孝)れる。 疑 い な くマ

リー ンズぽ,ジ ェー ムズ1世(Jamesl)の 時 代(Ja。 。6…ran;years)の 最 大 の

経 済 政 策 家 であ った(Muchmore,1969,p.337)。

1)17世 紀 イギ リス経済思想は,国 民的 力を結集す るこ.とを目指 し,:政 策,思 想,事 実関係が渾然
一体 となった重商主義の教義に集約される ものである,と 説明され'.1=きた(Coats,ユ957,PP.174

-76) 。 しかし,近 年では,こ のようにすべてを重商主義 の教義 に押 し.込める考え方に対 して,疑

問が出されてい る(Hinton,エ955,p.284;Supple,ユ957,p.25].).。 それで も,依 然.として初期

重商主義思想に,経 済的実践性 を見よ うとする論者たちと(Sur,:pie,:Hinton;Wilsonな ど),

経済 現象か ら離れた教義 のみを強調す るだけであった と否定的に.理解する論者たち.(Heckscher;

Coatsな ど)の 間の論争の決着はまだついていない。 しかし,私 は2.貨 幣管理のあり方に腐心 し

た思潮のかたま りが重商主義 だと考えている。

2)た だ し,印 刷 されたパ ンフレッ トは5っ にす ぎず,そ め版 自体:もそれ ぞれ.が6っ 以 上 あ る

(Muchロlore,1969.p.336)と い うように,オ リジナルの印刷物を見極めることが非常に難 しい

とい うことも,マ リーンズが無視 されてぎた1っ の理 由であろう1,
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マ リー ンズ の考 え方 の もっ と も重 要 な.点は:,外 国 貿 易 が 自国 の 力 の強 い特 定

の 団体 に よって 独 占的 に営 まれ るべ ぎで:・ら.i…i,,とい う もの で あ った。 この 考 え

方 は 当時 で もす で に旧 くさい もので あ った、、イ ン.グラ ン ドで も,商 業 取 り引 き

が十 分 に増 大 して いて,市 場 が需 給 関係 ・liご撰 映 して動 くもの に な って い た こ と

は,多 くの商 人 た ちの常 識 で あ った か らで あ る。 この た め に,多 くの学 説史 家

.は マ リー ンズ を近 代 市 場 の機 能 を理 解 でiirな い 中.世の公 正価 格 信 奉 者 と して描

い て きた(た とえば,Johnson,1933,ppl442,446n.,454)。 しか し,旧 くさ

い ごの考 え方 も,マ リー ンズ 自身 の 体験 と,イ ング ラ ン ドが置 かれ て い た 当 時
ノ

の状況 とを合 わ せて 考慮 に 入れ れ ば,け っ し.て陳腐 な考 え方 では な く,む し ろ,

市 場 の もつ 重 要 な側面 で あ りなが ら,古 典派 的 思潮 が と もす れ ば 見過 ご しが ち

な力関 係 を強 調 した とい う点 で,非 常 に新鮮 な もの で あ る こ とが理 解 され るだ

ろ う。

マ リー ンズ を有 名 に した の は,1592年 　::二悪 徳 金融 家 と して悪 名 を、馳せ て いた

パ ラ ヴ ィチ ー ノ卿(Si:rHoratioPalavicin.o):が らみ の訴 訟 事件 で あ る。 当時 ,

マ リー ンズ は,パ ー トナ ーの ヴ ェル マ イデ=./(Vermayden)と と もに,由 緒 あ

る ア ン トワー プ商 人 の ホ ンガ ー(HansHong;.er)の 代 理 人 であ った。 マ リー ン

ズ は,イ ギ リスが 拿捕 した スペ イ ン船(TdadredeDios)の 積 み荷 を £28,065

で 買収 す る よ うに,ホ ソガ ーか らの依 頼 を受 げ たが,こ の ときの彼 に は イギ リ

ス王 室 との コネ ク シ ョンが ま った くな く,パ ラ ヴ ィチ ー ノ に仲 介 を乞 う こ とに

な った 。 しか し,ホ ソガ ーが マ リー ンズ}1::.£28,065を 預 け た の に,ホ ソガ ーの

手 に実 際 に渡 った 品物 は £20,000分 に過 ぎず,残 りの £8,000の 回収 をす べ く,

・ホ ンガ ーは マ リー ンズ を訴 え た
。 法廷 で 冒・～.り… ンズ は,パ ラ ヴ ィチ ー ノや イ ン

グ ラン ドの役 人 に カネ を支 払 った こ とを霊ii張した のだ が,そ の弁 明 は 入れ られ

ず,着 服 の罪 に問 われ て拘 禁 され て しま'、,た:(Sane,1956,p.224.)。 さ らに,

数 々 の証 言 に よ っ℃ 彼 の商 売 上 のい くて:::かの疑惑 点 が 問題 に され た 。 た とえ

ば,エ セ ックス卿(LordEssex)に 出 さ古:,たイ ン グ ラ ン ドの あ る船 主 の訴 え で

一
は.マ リー ンズ に輸 送 を委 託 しだ 積 み荷 を,マ リ…・ンズが.ス ペ イ シ戦 争 で 自

」
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分 達 に 与 え られ た報 奨 で あ る と して着 服 した と さ酒,た(Salisbury,6.16)。 さ

らに,彼 が,ウ ォル シ ン ガ ム(SecretaryWalsingh`逸m)と い うス パ イ の ネ ッ

'ト
・ワー クの一 員 で あ った こ とが発 覚 して い る(S;…….li;…5bury,6,455-56)。 マ リ

ー ンズ の 義 弟 も,シ ェール(Shere)と い う名 の値 権 者 か ら返 済 の遅 れ を訴 え

られ て,逮 捕 され て もい る(ActsofthePrivyG:〕 覧ユnci1,365)。

拿 捕 され た 外 国 船 の積 み荷 の売 買 とい う商 人 稼 業 の経 験 か ら,マ リー ンズ は,

あ らゆ る市場 取 り引 きが 力関 係 で支 配 され る こ と を骨 の髄 か ら身 に浸 み た の だ

ろ う。 彼 の初 期 の 著 作 は,イ ン グラ γ ドの 国 際 的 バ ・一.・ゲイ.ニ ソ グ ・パ ワーの 弱

さが,イ ン グ ラ ン ドの 苦 境 の真 の 原 因 であ る とい う主 張 に集 約 され る。 彼 の 初

期 の 著 作 は,そ の ほ とん どが,外 国 の 金融 業 者 に対 す る非 難 で満 ちて い る3)。

市 場 の 為 替 レー ト決 定 の あ り方 は,当 時 の教 会 関 係者 か らの疑 惑 の的 で あ り,

他 人 の 利 益 をつ ね に損 な うよ うな役 割 が貨 幣 に特 別 に.与え られ て い るの で は な

い か,と い うのが 神 学 看 た ちの 考 え方 であ った(Milles,1604,序 文)。 為 替 レ

ー トの 不 安 定 さが 国 内価 格 の上 昇 を もた ら し
,そ の こ とが,イ ン グ ラ ン ドの鋳

貨 を流 出 させ る原 因 に な って い るの で は な い の か,と.い うのが イ ン グ ラ ン ドの

教 会 の 一般 的 認識 で あ った(ゴ う鉱,p.10)、

マ リー ソズ は,教 会 の考 え方 を支 持 した 。 それ は ,彼 が 反 商 人 的 な立 場 に あ

った か らで な く,反 大 陸 商 人 の立 場 を,イ ン グ ラ ン ドの商.人 と して強 く意 識 し

て い た か らで あ る。 彼 は,教 会 を支 持 す べ く,(1)為 替 レ ・一 トが 正 貨 流 出 の原

因 とな る,② 国 内 通貨 供給 縮 少 が 国 内経 済 に悪 影 響 をお よぼ す,(3)為 替 レ

ー トは 固定 され るべ きで あ る,と い う3つ の論 点 を提 起 した 。 そ の 見解 は 必 ず

し も首 尾 一 貫 した もの で は なか った が,イ ン グ ラ ン ドに不 利 な大 陸 の外 国 為 替

市 場 の あ り方 が,イ ン グ ラ ン ドか らの 正 貨 流 出 を もた らせ て い る との見 鯉 は 鮮

明 で あ っ.た 。 た と え ぼ,LesMercatoria,3rded.で は,つ ぎ の 主 張 が 見 ら れ

る 。

3)theCottonCollectionattheBritishMuseumに 手 稿 の ま ま 保 存 さ れ て い る。 一 部 焼 失 して

い る が,ほ と ん ど は,16世 紀 の 最 後 の10年 間 に エ リザ ベ ス 女 三li三1}こ1宛て た も の で あ る(British

Museum,CottonMSOtho.E.10,f.DIs.6←79)。



6(ユ90)第 ・148巻 第4・5.II6号

「為 替 の み が 能動 的 な もの で あ り,商 品 も貨 幣 もそ れ に対 して受 動 的 な も

の で あ る よ うに,為 替 は 作 り出 され て い る」(p.45)4)。

IIマ り一 ンズの外 国.為替 市場 認識

16・17世 紀 で は,正 貨 流 出 は貿 易 の逆 調 に よ って 引 き起 こされ る とい うの が.

一 般 的 な考 え方 で あ った 。 マ リー ンズ もま:た:この考 え方 を受 け継 ぐが,彼 は 一

歩 踏 み 込 ん で,こ の逆 調 が な ぜ生 じ るの か を問 うた 。 彼 は,イ ン グ ラ ン ドの交

易 条件 が 悪 いた め に,イ ン グ ラ ン ド商 人 が 外 国 の商 品 を入 手 す るの に,自 国 商

品 の提 供 だ け で は足 りず,貨 幣 を出 さ な けれ ば な らな い とい う不 利 さ を非 難 し

た(TheCanker,1601,PP.15-16)。 イ ン「グ ラ ン ドの商 品 の交 易 条件 が 悪 い の

は,・悪 徳 外 国銀 行 家 が 外 国為 替市 場 を牛 耳 って い るせ い で あ る と主 張 した の で

あ る。

「銀 行 家 た ち は,為 替 の 一 般 的 な 流 れ を 押 さ え て い て,ま さ に わ が イ ン グ

ラ ン ドの 為 替 を も支 配 して い る 。 彼 ら1ミ::」・・ソ ドソ で £100.St.を 入 手 す る た

め に,ミ ドル ボ ロ ー(Middleborough)で £165.fl.(Flemish)を 支 払 う。

つ ま り,£1.st.が,彼 ら の貨 幣 で33;…1.(Flemish)に 相 当 す る。 ま た,

£1.St.は,イ ン グ ラ ン ドの 貨 幣 で20s,で あ る が,こ の ス タ ー リ ン グ の 引 き

渡 し は1か 月 後 で あ る。 そ して,ロ ン}:'ソ で 受 け 取 られ た £100.St.が,再

度 フ レ ミ ッ シ ュ に 替 え られ る と き に は,£:[.SC,が35s.6d.flリ な い しは,

36d.fl.に な る。 これ も,受 け 渡 しは]1.か.月 後 で あ る 。 そ こ で,ミ ドル ボ ロ

ー で £177 .los.fl.,な い しは,£180,fl',.が 支 払 わ れ る 。 結 局,2か 月 で

33s.fl.に つ き,3s.:El.の 差 が 生 じ る。 つ ま り,£100.fl.に つ き,2か 月 で

£0.fl.,1年 で £510.fl.も の 利 益 が 得 られ る。 ハ ム ボ ロ ー一(Hamborough)・

エ ム デ ン(Emden),そ の 他 の 地 区 で 遥、同 じ よ うな こ と が 行 わ れ て い る 。 時

間 格 差 と距 離 の 存 在 に よ っ て,貨 幣 が 豊 富 に な っ た り稀 少 に な っ た りす る し,

4)ち なみに,マ リーソズの著作の中で,理 論的に.優れたものは,こ のLexMercatoriaで は な

く,TheCanker(ゾEπ8如 πd5C卿7脚'脚 邸Z疏 〔:16田)で ある,と されている。
ザ



G・ マリ・一ンズの外国為替論(1)(191)7

この よ うな,貨 幣 価 値 の 高低 が,銀 行 家 た ち に利 益 を もた ら す の で あ る」

(TheCanker,PP.31-32)。

ここで注意 され なければ な らない ことは,銀 行家 に.よる為替 の支配 とい うと

き,マ リー ンズの念頭 にあ ったのは,為 替 レー トの絶対水準 が支配 されて い る

とい うことでは な く,地 域,時 間に よるレー ト格差 のみ、を彼 らが支配 して い る

とい う理解 であ る。す でに当時 で も,為 替手形 の価格 は種 々の手数料 の合 計 で

ある ことが理解 されて いたか らであ る。 た とえば,外 国貨幣 の請求権,実 際の

受 け渡 しが実行 され るまで の間の資金運用 を行 う権 利,等 々が,手 形 の価 格 を

形成す るとい う点 は,1564年 のイ ングラン ドで も指摘 され ていた(Mllles,PP.

5-6)。 マ リーンズは,銀 行家 が これ ら手数料 を一方的 に決定 で きる力 を もって

いるか らこそ,時 間的,地 域的 レー ト格差 を操作 で き.ると見な していたの であ

る。

16・17世 紀 の 外 国為 替 は,イ タ リア,ス ペ イ ン,フ ラ ンス の銀 行 家 の独 占下

に あ った。 彼 らは,金 融 中 心 地 で定期 的 な会 合 を開 い て い た。 こ こで,各 地 の

為 替 レー トの取 り決 め が 行 わ れ て い た の で あ る(Roberts,1638,p.35)。 これ

が,マ リー ンズ に は 陰 謀 の 証 拠 と映 った の で あ る。 彼 は 言 う。 も し,ス タ ー リ

ン グ為 替 が 平 価 以下 で あ った とす れ ば,外 国 へ の支 払 い を しな けれ ば な ら ない
ノ

イソ グラン ドの商人は,.ロ ン ドンにある為替銀行 にポ ン ド ・スタ ー リングを支

払 って,外 国為替手形 を購 入す るよ りも,正 貨 を直接外 国に搬 出す る道 を選 ぶ

であろ う.し,低 い為替 レー トが この よ うな生貨搬出 を促す ことにな るだ ろ う,

と(TheCanker,p.34)o

・ 実 際 に,為 替取 り組 みか正貨現送か を選択す るには,為 替 レー ト以外 に正 貨

現送費用,鋳 造費用 な どを考慮 しなければ な らないはず であ るが,そ れ に対 す

る言 及はマ リー ンズにはない。 しか し,そ れ以外の点 にお いては,マ リー ンズ

の低為替 ・正貨現送論 は,後 世の正貨 移動 メカニズム論 とよ く似て い る。低為

替は,外 国 で販売 した商 品の スター リン グ建 て収 入が増 大す る とい うメ リッ ト
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が あ る では.な いか との批 判 を予 期 して,マ リ… ソズ は論 じて い る。 確 か に,外

国 市 場 で 自国製 品 を売 った イ ン グ ラ ン ド商 人 噛,ロ ン ドンに送 金 す る さい に,

低 為 替 の下 で は よ り多 くの ス タ ー リン グ を入 手 で き る可能 性 が あ る。 しか し,

外 国 の市 場 で低 為 替 の ロソ ドソ宛 て 手 形 を販 売 して くれ る銀 行 家 な どは い な い

だ ろ う。 よ り多 くの ス タ ー リン グを入 手 して 、 よ り少 な い フ レ ミ ッシ ュ貨 を販

売 す る と こ ろ に利 益 を見 出す か ぎ り,銀 行 家 た ちは,よ り少 ない フ レ ミッシ ュ

貨 を入 手 して よ り多 くの ス タ ー リン グ貨 を販 売 す る よ うな逆 の操 作 は行 わ な い,

とマ リー ン ズ は考 えた の で あ る。 こ う して,F・ γ ドン為 替 が低 落 す れ ば,外 国ノ

にお け る ロ ソ ドソ為 替 市 場 は消 えて しま うだ ろ う,と マ リー ン ズは 言 う(:τ%θ

Canker,p.49-50)。 つ ま り,マ リー ソズ は..為 替 レ ー トが為 替 の 需給『関 係 を

反 映 せ ず,も っぱ ら,外 国銀 行 家 に よ って操 作:され た もの で あ る こ とを強 く意

識 して いた の で あ る。 マ リー ンズ の この着 眼 点 は重 要 で あ る。 μ ン ドン為 替 が.

取 り.組まれ るの は,そ れ が 高 い ときgみ で あ るが,こ れ は 外 国 銀 行 に よ って,

ロ ン ドンで は ス タ ー リン グ貨 の,ア ン トワー プ で1まフ レ ミッシ ュ貨 の貸 し付 け

が銀 行 伺 に有 利 に な るか らで あ る。 逆 に ロ ン ドγ為 替 が低 い と きに は,ロ ン ド

ンで の ス タ ー リン グ貨 貸 し付 けば 停 止 され,r・ ソ ドソか ら ア ン トワ ー プへ の 純

送 金為 替 め み が取 り扱 わ れ る こ とに な るか らて あ る。 つ ま り.為 替 取 り組 み は,

貿 易 に対 して 中立 で あ る わ け で は な い。 両 替 を基本 とす る外 国銀 行 の 手 に為 替

取 り扱 い 業 務 が握 られ て い るか ぎ り,イ ン グ ラ ン ドの 貿 易 には重 大 な支 障 が 生

じ る,と い う こ とに マ リーーンズ は気 づ い て い た の で あ る。

抽 象 的 に は,為 替 レ ー トは為 替 手 形 の 売 買 に よ って 決定 され るは ず で あ る。

外 国 で の ス タ ー リン グの レ ー トは,そ の地 で の ス タ …・リン グ手形 の需 給 関係 で

決 ま る し,ロ ソ ドソ にお い て は,フ レ ミッシ ュ建 て 手 形 の需 給 関 係 で決 ま るは

ず で あ るが,実 際 には そ うな ってい ず,レ ー トは つ ね に,外 国銀 行 に利 益 が上

が る よ うに設 定 され てい る とい うの で あ る('heCanker,p.33)。 イ ン グ ラ ン

ドの貿 易事 情 に従 う為 替 手 形 制 度 の 樹 立,こ れ が,マ リー ン ズの悲 願 だ った の

で あ る。
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G・ マ リー ンズの外画為替論 ω (ユ93)9

マ リー ンズは,低 為替 が イングラン ドの輸 出増 進 につ なが る とい う点 も否定

す る。 これ は,当 時 の イ ン グ ラ ン ドの輸 出構 造 と團 係 してい る。 エ リザ ベ ス時

代 の イ ン グ ラ ン ドの輸 出製 品 の大 半 は綿 の半 製 品 で あ っ て,価 格 に関 して は非

弾 力 的 な海 外 需 要 に制 約 され て い た(Gould,1955,.pp,128-29)。 した が って,

輸 出増進 効果が なければ,低 為替は,そ のまま,イ ン グラン ドの貿易収 支赤字

を増 幅 す る もの で あ った 。 この 点 で も,マ リー ンズ の 主張 は,当 時 の情 勢 を反

映 した もの で あ った5)。

III貨 幣管理 の必要 性認識

テ ユー ダ 一朝,ス チ ュ ア ー ト朝 初期 の イ ン グラ ン ドの金 融 組 織 は,大 陸 に比

べ て 大 幅 に見 劣 りす る もの であ った 。 貨幣 は,代 餐1…・前 信'用手 段 に恵 まれ ず.正

貨 に限 定 され た もの で あ った。 この よ うな背 景 か ら,貨 幣 供 給 の 増 大 こそが 経

済 成 長 を促 す とい うマ リー ンズ の主 張 が 出 て くる。

「豊 富 な貨幣 を王 国に もって きて,さ らに流 出 しよ うとす る貨幣 を王国 内

噛

5)と こ ろが,TheCankerに は別の主張 も混在 している。低.為替が貿 易収支赤字 を増幅するとい

った上記 の主張 とはまった く逆 に,高 為替が貿易収支赤字 を生.み出す とい う主張 も見 られるので

あ る(TheCanker,PP.4〔 ト42)。 今度 は,高 為替が輸 出を停滞さ.il:るとい う,イ ングランドの輸出

品に対する外国の需要が価格弾 力的である と見なしてしま う、=.こ.の完全に相反する主張 は,後 に
ゴ

なると,後 者 に収斂 してい く。イ ングランドが高為替にな り,外 国の銀行が低為替操作 をしてい

る と非難する ことでが きな くなったのである。 さらに,マ リ..一='.「ズの主張にはい くつかの奇妙な

論理 も見 られる。正貨移動論を展開しながらも,そ れが,「 参i:幣の忍耐」(tolerationofMoney)

に よ って妨げ られ る とい う論点がそれである。低 為替 によっ..'=流出 したイ ングランドの貨幣は,

大 陸の貨幣を増大 させ,イ ングランドの物価 を下 げ,大 陸の物価 を上 げる。 また,輸 入 品価 格ば

直 ちに国内物価 と連動す るので,大 陸の物価上昇 とともにイ':/グ ラ ンドの輸出品 も価.格 が 上 が

る。 これは,イ ングランドの交易条件の改善 を意味 して,正 貨流 出が逆転するとい うのである。

この正貨移動 論は後の ヒュームのそれとは著 しく異な ってい.う。 ヒゴ ・一ムで1ま,イ ンフ レーショ

ンを起 こした国の輸入物価が相対的 に安 くな り,輸 入が増大 「i内る.:=.と に,よって,貿 易の逆調が生

じて.正 貨流出が起 こる とい う論理 にな っているが,マ リー:/ズ では,イ ンフレーションを起 こ

した国に輸 出する国の輸出品価格が上昇することによって,.1:二の.輸出国側に正貨が流入するとい

うのである。 つま り,マ リーンズ における輸出価格は,輸 出国側の国 内物価水準 と関係な く,輸

出 される地域 の物価 に収斂するとの前提 があ った。 この前提 は.,当 時の論者に共通 していた。物

価は,供 給側 の条件 と無関係に需要側の事情によって決定 され るとい うのである。 この論理 は,

しか し,言 われているほど陳腐 な もの とは思 われない。今 日の日米貿易摩擦には,マ リーンズの

想定する論理が当てはまるからである。
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に と どめ る こ とに'よ って,… … わ が 国 の 商 品価 格 が 上 昇 し,そ れ に よ って 商

品 の 生 産 が 増 大 し,わ が 国 内商 品 の生 産 に携 わ る人 々だ け で は な く,輸 入 商

品 に 携 わ る人 々 に も影 響 を与 えて,王 国 内 を強 固 に,堅 実 な もの にす るの で

あ る」(The.Canker,p.94)。

マ リー ンズ は貨 幣 供 給 を増 大 させ るべ く,貿 易差 額 の黒 字 と 自国 の銀 行 組 織

の 整 備 を訴 え,そ れ を推 進 す る機 関 の設 立 に奔:走 した 。1611年 にA・ ジ ョー ジ

(ArthurGorges)とW・1コ ー プ(WalterCOoe)に 与 え られ た特 許 会社,「 一
ノ

般 通 商 登 録 所 」(thePublicRegisterofGeneralCommerce)は,こ の マ リ

ー ンズ の 請 願 に基 づ い た もの で あ る(Britishi.1:useum ,AdditionalMS10038,

fol.1ユ)。 イ ン グ ラ ン ド国 内 の不 完 全 な金 融 組 織 は,も っ と完 全 な全 国 を覆 う

代 理店 の ネ ッ ト ・ワー クに取 り替 え られ ね ば な らな い。 そ の代 理 店 は投 資 で き

る貨 幣 を豊 富 に もつ 人 々 に よ って経 営 され なけれ ば な ら ない(ArthurGorges,

1611,p.38),と マ リー ンズは,市 場 に影 響 を与 え る こ との で き る強 力 な機 関

の設 立 を要 望 した の で あ る。

彼 は裏 書 き に よ って 流 通 す る約 束 手 形 の役 割 を増 大 させ るべ きだ と も考 え て

い た 。 この こ とに よ って,正 貨 流 出 に よ る貨 幣壁 減 少 の悪 影 響 を相殺 しよ う と

した の で あ る(Maintenance(ゾFreeTrade…1,YIP.23-24)。

初 期 マ リー ンズ は,国 王 の銀 行 家(RoyalL;=罵:changer)が 王 室 の意 を受 け て

為 替 市 場 に 介入 す るべ きで あ る と も考 えて い.セ(BritishMuseum,CottonMS

Otho.E.10,fol.77)。 国際 市場 で為 替 を平 価 水 準 に維 持 す る た め に,為 替 平

衡 勘 定 を設定 す る とい う案 は,マ リー ンズ の オ リジ ナル な もの で は な く,グ レ

シ ャ ムの 発 案 で あ るが(deRoover,Gresha:ワ1::,nForeignExchange,工949,

p.218),し か し,こ の マ リー ンズ案 は,通 商 の要 の位 置 に立 つ こ とに よ って

独 占的 な利 益 を貪 ろ う とす る,自 己 の私 的利 益 に奉 仕 す るた め の もの で あ る と

い う非 難 に さ らされ た 。 マ リー ンズ 自身 は,そ の 非 難 に対 して 譲 歩 し,平 価 以

下 の為 替 レ ー トの 禁止 法 令 で 十 分 で あ る と,aC..:の 論 理 を修 正 して い る(Eng一
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1ands'View,p.193)。 高 為 替 政 策 に よ っ て,正 貨 流 出 を 阻 止 し,物 価 下 落 の

阻 止,景 気 停 滞 の 防 止 が で き る と考 え た の で あ る。 マ リー ソ ズ の 時 代 の 人 々 は,

自 国 の 製 品 を 外 国 製 品 よ り も高 く売 り,外 国 製 品 を 安 く買 う こ と を 国 家 的 利 益

と考 え て い た よ う で あ る("TreatiseofTripartiteIE;:,::change",BritishMu-

seum,Harl,MS.513,fol.25b),,

1564年 以 降,イ ン グ ラ ン ドで は 為 替 問 題 の 委 員 会 が 不 定 期 に 開 か れ る よ う に

な って い た 。1615年 に は,一 向 に 改 善 しな い 低 為 替 状 態 に 焦 っ た 国 王 が,ウ ォ

ル ス テ ン ホ ル ム(Wolstenholm)と ク ラ ン フ ィ ー ル ド(Cranfield)に 貿 易 収 支

の 算 定 を 命 じ て い る。 これ が,有 名 な ゴ ッ カ イ ェ ー:/:諒 闇 会(Cockayanehear-

ings)で あ る(Dietz,1932,pp.144-8ユ)。 危 機 感 ・:i賭il:くジ ェ ー ム ズ1世(Ja-

mesI)は,商 人 に 種 々 の 献 策 を 求 め た 。 マ リ ー ン ズ もそ の 一 人 で あ っ た 。

Ivミ ッセルデン との論毎

1622年 に,E・ ミ ッ セ ル デ ソ(EdwardMisselden:〉 ヵ竃,FreeTrade,or

theMeanstoMakeTradeFlorishを 著 し た 。 そ れ は,深 刻 な経 済 停 滞 に 苦

ロ

しんで いた1620年 代 に 向 け て の処 方箋 を意 図 した もの で あ った 。経 済 停 滞 の原

因 を貨 幣 不 足 に見 た点 は,マ リー ン ズ と同 じで あ るが,正 貨 流 出 の理 由 を イ ン

グ ラ ン ドの 鋳 貨 が 外 国 で過 高 評 価 を受 け て い た こ とに 求 ぬ て い た 点 に大 きな違

い が あ る(Misselden,622,p,8-9)。 つ ま り,ス タ… リン グ為 替 の レ ー トで は

な くて,イ ン グ ラ ン ドの 鋳 貨 の評価 に正 貨 流 出 の根 拠 を求 め た の で あ る。 イ ン

グ ラ ン ドの鋳 貨 が海 外 流 出 す る のは,イ ン グ ラ ン ドの鋳 貨 が 外 国 で高 く評価 さ

れ て い るか らで あ る とす る論 点 は,低 為 替 の ゆ え に 正:貨が 流 出す る とい うマ リ

ー ンズ の論 理 とは大 き く異 な る。 当 然,マ リー ソズ は、 為 替 レ ー トを媒 介 させ

ず に,自 国 貨 幣 が外 国 で 高 く評価 され て い るか 否 か を判 定 す る こ とは で き ない

の では な いか と反 論 した(Malynes,MaintenanceofFreeTrade,p.63)。

イ ン グ ラ ン ドの正 貨 を海 外 に輸 送す る商 人 は,そ の 行 為 か ら利 益 を得 るの で あ

るが,彼 らの利 益 は,イ ン グ ラ ン ドの鋳 貨 を提 供 す る こ とに よ って得 られ る外
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国 通 貨 と,イ ン グ ラ ン ドへ の 請 求権 を売 る こ とに よ って得 られ る外 国通 貨 との

差 額 に存 在 す る。 イ ン グ ラ ン ドの鋳 貨 が 海 外 で渦 高 評価 され る こ と も,イ ン グ

ラ ン ドの為 替 が 低 く評 価 され る こ と も,と もに同 じ過程 の 表 現 で あ る,と マ リ

ー ン ズは 反論 した の で あ る。

正 貨 流 出 の も う1っ の理 由 は,当 時,安 定 的 な決 済 手段 が不 足 して い た こ と

で あ る。17世 紀 の ア ン トワー プ市 場 の状 況 に つ い て、H・ バ ック レー(H,Bu-

ckley)は つ ぎの よ うに推 測 して い る。

「悪 貨 が横 行 してか た た め に,フ ラ ンダ ース人 た ちは 各 国鋳 貨 の公 的 な価

値 評 価 を導 入 し,そ れ ぞれ の 鋳 貨 を 「公 認 の」(Permission),な い し は,

「評 価 され た」(Valued)貨 幣 で価 値 評価 して:いた。 為 替 手 形 の決 済 に し ろ

貸 借 の精 算 に しろ,こ の よ うな公 認 の 貨幣 を使 用 す る とい うの が習 慣 に な っ

て い た。 公 認 の貨 幣 とは,3分 の2が 金,B分 の1が 銀 か ら な る もの で あ っ

た。 した が って,こ の貨 幣 は4分 の1パ ー セ γ トか ら2パ ーセ ン トの プ レ ミ

ア が っ き.経 済 停 滞 時 には も っ と高 い プ レ ミア が つ い て い た」(Buckley,

1924,p.590)。

各 国 の鋳 貨 の 内在 価 値 が悪 くな る一 方 で あ った と きに,イ ン グ ラ ン ドの鋳 貨

だ け は エ リザ ベ ス 時代 の 良貨 へ の 改鋳 に よ ゲ(:,広 く受 け 入 れ られ た の で あ る。

と くに,三 十 年 戦 争時 に は,イ γ グ ラン ドの …ii寿:鰍凝 、つ と も信 頼 され た 国際 通

貨 だ った。16世 紀 の 国際 通 貨 が ス ペ イ ン ・リ アル(real)で あ った の と同 じ よ

うに,17世 紀 の 国 際 通 貨 は イ ン グ ラ ン ドの ス タ ー リン グが 担 った ので あ る。R

・ヴ ォーガ ソ(RiceVaughan)の 証 言 に よれ ば
,法 令 で は,フ ラン ス の鋳 貨

の方 が よ り多 くの 純分 を含 ん で い る とされ て いた に もか か わ ら ず,1607年 と

1608年 に,.ジ ェ ー ム ズ1世 時 代 の イ ン グ ラ ン ドの鋳 賃 は,フ ラ ンス で は,3フ

ラ ンス'ク ラ ウ ン(cr。wn)ほ ど高 い価 値 つ げ な受 けて い た。1621年 と1622年

には,イ ン グ ラ ン ドの鋳 貨 は オ ラ ン ダで も過 高評価 され て い た 。1622年 の 秋

に は,フ ラ ン ク フ オ ー ト(Frankfort)で は イ ング ラ ン ドの シ リン グ 貨 が過 高

『
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評 価 さ れ て い た た め に,フ ラ ン ク フ オ ー トか ら ドル を,オ ラ ン ダ か ら リ ダ ー

(rider)を,フ ラ ンス か ら フ ラ ン ス ・フ ラ ン を も ち 出 し て,イ ン グ ラ ン ドの 鋳

貨 に 鋳 直 す こ と に よ っ て 利 益 が あ が っ た(Vaughan,1675,p.49)。

あ るいは,外 国貨幣 の評価 の上昇 ほ ど,外 国商 品の価格 が上 昇 しない ときに

は,貿 易 収 支 が 悪 化 す る し,鋳 貨 価 値 の変 化 が直 ち に不.完 全 な 外 国為 替 市 場 に

波 及 しな い と ころ が ら,各 国 の正 貨 が投 機 の対 象 に な.るな ど して,当 時 の各 国

の正 貨 は,ど の国 の もの で あれ,投 機 現 象 に よ る流 出.入..を繰 り返 して い た の で

あ る。

マ リー ソ ズ は,イ ン グ ラ ン ドの鋳 貨価 値 が 上 が った.のだ か ら,外 国 で の イ ン

グラ ン ド商 品 の価 格 もそ れ に応 じて上 昇す るは ず の もので あ る と信 じて い た 。

しか し,実 際 にそ の よ うに な らなや のは,低 為 替 レ ・一トとい う外 国銀 行 の悪 し

き操 作 に よ る もの と考 え た の で あ る(Malynes,Ma:into… 麗α麗 ε,p.14)6)。

1623年 のTheCenteroftheCircleofCommerceに な る と,マ リー ン ズ

の論 調 は,こ れ ま での 為 替 問題 一 辺 倒 か ら,貿 易差 額 説 に傾 い た 。 こ のパ ン フ

レ ッ トは,貿 易停 滞 の原 因 を探 るマ ンデ ヴ ィル(Mandeville)卿 を中心 と した

王 立 委 員 会 で の意 見 をま とめ た もの で あ る。 これ は …ii人 委 員会 と呼 ばれ,マ

リー ン'ズ と と もに トーマ ス ・マ ンも メ ンバ ーで あ っ た=。この 委 員 会 の最 終 的 な

覚 書 き とは つ ぎの もの で あ った 。

　

「それ ゆ えに,こ の王国 の商品が海 外 で十 分 に.帯:れ,そ こでの販 売収益 の

総額 が,こ の国におけ る外 国商品 の消費額 の合計 を上 回 るか,見 合 うよ うに

な るまでは,不 用 な外国商 品今の浪費的 で不適切 ・畑 賀 を∫ しか るべ き方法

で削減す る以外 には,鋳 貨輸 出を阻止す る手段 は出「::こない し,外 国か らの

6)た だ し,マ リ ー ン ズ の こ の考 え 方 は,当 時 の 商 人 の 一 般 的 な 認 識 で は な か っ た 。 む し ろ,多 く

の 商 人 は,イ ン グ ラ ン ドの 綿 製 品 が 売 れ な い の は.海 外 の も の よ り も割 高 な価 格 で あ る た め で あ

る,と い う見 解 を も って い た(BritishMuseu皿,Lans.MS.152,fols.229-30b;Lans.MS

487,fol.146b)。 し か し,マ リー ンズ1.よこの 考 え 方 を 退 げ る1::Dderlynes,Maintenance.一PP.40一

低 為 替 に よる もの で あれ,イ ン グ ラ ン ド商 品 の 海 外 に お け る低 価 格 こ そ が47)。マ リー ンズ は,

イ ン グ ラ ン ド商 人 の 輸 出意 欲 を 殺 ぐ もの で あ る と した 。
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輸 入 品 を獲 得す る手 段 も出 て こな し}だろ う:1も し も,外 国商 品 へ の 支 出 が,

外 国 の港 で捌 け る我 々の商 品価 値 の範 囲 に と二どま って くれ れ ぼ,た とえ,.近

隣 諸 国が わ が 鋳 貨 価 値 を高 め た と して も,そ れ を取 り引 きず る商 人 を喜 ば せ

る よ.うな為 替 が 横 行 した と して も,あ るい は 鋳貨 輸 出 と,外 国 人 が 我 が 国 の

鋳 貨 を保 有 す る こ とを禁 じた法 律 が機 能 レ 黙 、・と して も,実 際,す べ て の 人

が,自 らの意 思 に関 わ りな く,貨 幣 入 手 に 困 難 を覚 えて きた の であ るが,わ

が 商 品輸 出 の方 が 上 回 る とい う事 情 が,自 然 の成 り行 き と して,あ らゆ る抵

抗 を退 け て,鋳 貨 を再 度 増 大 させ る こ とに な るだ ろ う。 それ 以 外 の 救済 策 は

ま った く効 果 の ない^も ので あ る と我 々 は認 織 ず る。 これ が実 現 すれ ぼ,他 の

す べ て の 政 策 は 必 要 な く,無 意 味 で あ る」{:BritishMuseum,Additional

MS34324,fols.156b-57)。

こ の 覚書 きは,1623年5月 に,マ ンデ ヴ ィル卿 が 書 い た 論文 へ の回 答 の形 を

取 った もの で あ る。 マ ンデ ヴ ィル の 見解 は,i交 易条 件 が 突 如 悪 化 した の は,為

替 が不 法 に操 作 され た か らで あ る とい う非 難 を富 む もの で あ った(BririshMu-

seum,AdditionaユMS34324,fols.153-541:;i)、,こ の論 文 で の 「救 済 」 とい う

言 葉 の使 い 方 が,マ リー ンズ のMaintenanceofFreeTradeと 同 じで あ る

こ とか ら見 れ ば,マ リー ンズ は,こ の マ ンデ ヴィル の グル ー プ にお け る指 導 的

な存 在 であ った ら しい(Muchmore,1969,p,353)。

しか し,不 況 が 長 引 くにつ れ て,為 替 主 犯 説 と貿 易 差 額 説 との 双 方 は 頑 固 な

対 立 点 を際 だ た せ る こ と以 上 に展 開 で き なか った。 両 者 は け っ して交 わ る こ と

が なか った の で あ る。'

た だ し,マ ンの 議論 は,為 替 レ ー トの 人為 性:を主 張 す る理論 の批 判 に性 急 な

あ ま り,す べ て を 貿易 差 額 に 求 めす ぎた 。 彼 ば,資 本 移 動 も国 際 貸 借 を も無視

し,国 内貨 幣 供 給 に重 大 な影 響 を もた らす 金 貨,銀 貨 の 移 動 の仕 方 に も注 意 を

振 り向 け なか った 。 当 時,金 貨 は価 値 が 高 ず1ぎ て一般 の取 り引 きには 使 用 され

て いず,金 貨 流 入 は あ った もの の,牙 ン グ ラ γ ドの銀 貨 が大 量 に海 外 に流 出す

一
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る こ とに よ って,国 内 で の 交換 手 段 の深 刻 な不 足 が もた らされ て い て(Vaug-

han,inMcCulloch,p.82),こ の よ うな貨 幣 事1「青が,貿 易 に 深 刻 な影 響 を も

た ら して い た(Muchmore,1969,'p.354)。

マ リー ン ズは,依 然 と して,こ の貿 易 差額 論 一 辺 倒 の説 に抵 抗 して いた 。 マ

リー ン ズ に よれ 馬 差 額 説 の不 十 分 さ は2つ あ る,.ま ず,関 税 を逃 れ る不 法 な

貿 易 が横 行 して い る状 況 下 で は.,輸 出入 額 を正 磯 こ把握 す る こ とは 不 可能 で あ

る。 さ らに,貿 易 が不 定期 に行 わ れ る の で,特 定 の期 間 を 区切 って の貿 易 差 額

を求 め る こ と も無 意 味 で あ る。 た とえば,東 イ ン ド会社 の船 の積 み荷 は莫 大 な

額 で あ る の で,そ の船 が 入港 す るか,出 港 す るか:.,1::っ て,貿 易 差 額 は大 き く

激 変 して しま う,と い うの で あ る(Malynes,τ ん……(::1…物 〃,p,70)。

貿 易 外 収 支 の 要 素 も大 きい。1623年 の4月 に,マ9一 ソズの 取 り巻 きの1人

のR・ マ デ ィ ソ ン(RalphMaddison)が 貿 易外 収 支 の エ3項 目 を枢 密 院 に提 出

して い る。 イ ン グ ラ ン ドが 外 国人 に支 払 わ な けれ ぼ な らな い利 子,為 替 の 手 数

料 支 払 い,保 険 料 支 出,貨 幣 支払 いの 遅 延 分,等 々が,そ こに は列 挙 され て い

た(BritishMuseum,AdditionalMS30324,fo]、:173)。 これ らの実 際 の額 が

どの程 度 で あ っ た の か は,知 る由 もな い が,か なi♪大 きか った こ とだ け は確 か

で あ る。 これ らを除 外 した貿 易 差 額 論 は そ の意 味 にお い て も無 意 味 で あ ろ う。

しか し,貿 易 差 額 の 算定 が困 難 だ カ}ら とい って,貿 易 着 額 重 視論 の価 値 が ま

った くな くな るわ け で は な い。 マ リー ソズ 自身 も,そ の概 念 の 重要 性 を否 定 し

て い た わ け で は ない 。

「オ ーバ ーバ ラ ン ス(支 払 い 超過)と い う事 態 の存 在 は,我 々 も承 認 す る。

こ の事 慮 は種 々 の 原 因 を取 り除 くこ とに よ って,救 済 され な けれ ば な らな い

もの で あ る。 しか し,こ れ は,貿 易 差 額 を研究 す る こ とに よ って な され る も

の で は な い 。 貿 易 差 額 は,不.確 か で あ り,真 実 コii!lほ之 ん ど表 現 して い な い。

それ は た だ 想像 の世 界 の もの で あ り,独 断 で あ'i～」(Malynes,TheCenter,

P.60)。
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貿 易 差額 説 が 問 題 の あ りか を指 摘 した のは 催 か で あ るが,そ の 力 点 は 、 輸 入

を減 ら し,輸 出 を増 大 す る とい った こ とを表ii漏す るだ け の こ と に しが なか った。

それ は,原 因 を取 り除 く こと な く,症 状 を除i長ず る こ とを 問 う こ と と同 じで あ

る,と マ リー ン ズは批 判 し.たので あ る。

「貨幣 は,そ れ を もち込 む こ とに よ って損 失 が生 じ る と き には,輸 入 され

な い だ ろ う。 そ して,商 品 が もち込 まれ れ ば,い わ ゆ る支 払 い 超過(オ ー バ

ーパ ラ ソス)が 増 加 す る こ とに な る。 この こ とが,貿 易 の大 きさへ の錯 覚 を

与 えて,真 実 を見 え・な くさせ る。 こ こに,み な た方 の差 額説 の 誤 りと判 断 の

不 確 か さ とが あ る とい う こ とを,し っか り:.OX語語 しな け れ ば な らな い。 そ れ

は,東 に向 か っ て走 って い る人 を説 得 して 、 西 に 向 きを変 え させ る とい う以

上 の もの で は な く,走 って い る こ とに変 わ りは な い類 い の希 望 のな い救 済 策

で あ る」(Malynes,TheCenter,p.57)。

貿 易差額 の大 きさ と関わ りな く貨幣が流 出す るのは,そ の こ とによって利 益

が得 られ るか らであ る,と マ リー γズは主張 す る。為替市場 にお いて ス ター リ

ングが過少評価 され てい るか ぎ り,正 貨流 出は継続す る。 輸出額 は正貨流 出 と

無関係 であ る。た とえば,輸 出額 が増大 して と,

「そ の こ とが,支 払 い超 過 を軽 減 す る よ うな こ とは な い 。 す べ て の人 が主

張 す る よ うに,言 われ る と ころ の 製 品 の販ii梧収益 は,外 国 商 品 に な っ て も ち

帰 られ る。 なぜ な ら,貨 幣 や地 金 を も ち帰.る こ とは,現 状況 下 では 損 に な る

か らで あ る」(Malynes,TheCenter,PP.ii;;7一.・58)。,

もち ろん,正 貨 流 出 は 種 々の 原 因 が相 互 に:斐到達 して 生 じた は ず で あ るが,マ

リー ンズ は そ れ らの 関 連 性 を否定 して,た だ 為 替 市場 の論 理 の み で正 貨 流 出 を

判 定 した 。後 期 のTheCenteroftheCircl,…1.に:お いて す ら.マ リー ン ズは 為

替 レ」 トの短 期 的 な変 動 が1貨 幣 の多 寡,貨i「 脊需 要 の多 寡 に よ って決 ま る と考

え て い た が(Malynes,ibid.,P.14》,依 然 と して,こ 二の貨 幣 需 給 と輸 出 との 関
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係 を 見 よ う とは し な か ら た 。E・ ジ ョ ン ソ ン(E.AJJ〔)hnson)ヵ:,マ リ ー

ン ズ を ド グ マ テ ィ ス ト と決 め つ け た の も,こ の 側 面 を 見 た か ら で あ る(John-

son,1937,p.41)o

平 価 に よ る為 替 ソ ー ト決 定 とい うマ リ ー ソ ズ の 三1三張 は,後 に 正 貨 流 出 を 防 ぐ

現 実 の 政 策 とな っ た 。1624-25年 の 貨 幣 の 大 鋳 造 に よ っ て,イ ン グ ラ ン ドの 鋳
　

貨 が大 量 流 出す る よ うに な るや,為 替 業 者 の公 認1…駐題 が ク ロー ズ ア ップ され た

か らで あ る。1627年 に オ ラ ン ダの貴 族 のH・ リ ヅ:・(HenryRich)が,こ の

地 位 を国 王 に よ って与 え.られ た 。 これ は,国 王 の冠 め る レ ー ト以外 で は 地 金 や

外 国 鋳 貨 の売 買 を して は な らず,そ の取 り引 きは 公 認為 替 業 者 に限 る とい う も

の で あ った(Rymer'sFgedera)。 しか し,支 払 い 超過 時 に為 替 レー トを 固定

す る こ とに,か え って,正 貨流 出 を促 進 させ て し舐 った 。 為 替 手形 を取 り組 む

よ り も,地 金 や 外 国 鋳 貨 を送 金 す る方 が 安 くつ い:ヒ か らで あ る。

た とえ,正 貨 取 り扱 い業 者 に独 占権 を与 え た と し憎1::も,地 金 や イ ン グ ラ ン ド

鋳 貨 の海 外輸 出 を禁 じた こ とで,地 金 輸 出 の必 要 性 が な くな った わ け で は ない 。

この 業者 自身 が 地 金 輸 出 の請 願:を つ ぎの よ うに 出 した の で あ る。

「為替業者 は,自 己の在 庫分 として も,送 金:…真形 の買.い取 り資金 として も,

この地 に海外支払 い用 の資 金を集積 してい なけれ ばな りませ ん。 そ こで,為

替 業者 としま しては,為 替 の支払 いのみ に必要:な:貨幣 を海外 に輸 出で きるよ

うなお取 り計 らい をお願 い します。貨幣 を輸出..ノま して も,為 替業者 には利

益 はあ りませ ん。 ただ心要 だか らこそ,貨 幣 を輸 出す るのにす ぎ な い の で

す」(CharlesI,64/57)7〕 。

1621年 と1622年 の凶作 によ って,地 金 が激 し く流1:虻}するよ うになる と,金 属

貨幣 の着 実 な供 給 を前提 にして成立 していた当時 の単純 な経済 は深刻 な影響 を

7)工7世 紀の両替業務は,ど の鼠 において も認可制で あった。イングランドで は それ は.Royal

Exchangerに よ うて営 まれ,個 人 の両替商は存在 しなか っ六二i,
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受 け て し ま.つ た の で あ る(Supple,Co魏 魏81・'1,ガ・:r!Crisis,p.ユ62)8)。 そ こ で,

正 貨 を 輸 入 す べ き で あ る と い う,古 典 学 派 σ:)枠組 み か らす れ ば 不 合 理 な マ リ ー

ン ズ の 主 張 点 が 出 て く る こ とに な る 。
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